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研究成果の概要（和文）：大動脈瘤壁の組織学的検査では、内膜と中膜に慢性炎症と血管新生・リンパ管新生が
起きていることが判明した。大動脈瘤壁のICG蛍光造影検査でリンパ液の停滞が著しい部位は、組織学的にも炎
症細胞が多く観察され、リンパ管新生とリンパうっ滞が目立った。慢性炎症とリンパ管新生が大動脈瘤の発生や
増大に関連していることが示唆された。一方、壁ずり応力の分布とリンパ管新生や慢性炎症との関連性は認めら
れなかった。抗血小板作用を有する薬剤（K-134）は、ラット動脈瘤モデルで動脈瘤の拡大抑制と破裂予防に有
効であった。

研究成果の概要（英文）：Histological examination revealed chronic inflammation and angiogenesis / 
lymphangiogenesis in the intima and tunica media of the aortic aneurysm. 　Inflammatory cells, 
lymphangiogenesis, and lymphatic stasis were histologically observed in sites where lymphatic 
luminescence was remarkably evoked by ICG fluorescence imaging examination of the aortic wall. It 
was suggested that chronic inflammation and lymphangiogenesis are related to development and 
increase of aortic aneurysm. The distribution of wall shear stress was not related to 
lymphangiogenesis or chronic inflammation. The new antiplatelet drug (K-134) was effective in 
suppressing the expansion and preventing rupture of the aneurysm in a rat aneurysm model.

研究分野： 血管外科

キーワード： 血管外科　腹部大動脈瘤　MRI　ずり応力　リンパ管新生　血管新生　蛍光造影　抗血小板薬
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研究成果の学術的意義や社会的意義
動脈瘤の発生や破裂にメカニズムとして、瘤壁の血流低下、低酸素状態、慢性炎症の持続が負のサイクルとなっ
て影響していることが証明された。血流力学的影響は明らかにできなかったが、まだ調査の余地がある。血流改
善と抗炎症作用を有する抗血小板薬（K-134）がラット動脈瘤モデルでは、瘤径拡大抑制や破裂予防効果がある
ことを証明できた。今後、ヒトの動脈瘤でも同様の効果が期待でき、将来は動脈瘤を手術することなく治療でき
るようになる希望が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 腹部大動脈瘤(AAA)の形成と破裂のメカニズムは明らかでない。一説に動脈壁内の慢性炎症に
よるマトリックスの破壊と壁の脆弱化が関与すること、慢性炎症の下では血管新生とリンパ管
新生がおこり、炎症の持続、増悪に関与することが報告されている。さらに我々は瘤壁を栄養す
る vasa vasorum が狭窄し、慢性的な血流低下から瘤壁が低酸素状態に陥っていることを見い
だした。耐酸素状態は血管新生、リンパ管新生ともに組織内に炎症細胞を誘導し、新たな炎症の
主座を形成する。 
一方、瘤壁に血流力学的に負荷が強くかかっている部位が破裂に至りやすい可能性が指摘さ

れている。近年開発された MRI の画像解析方法である 4D(dimentional)-flow は、MRI を心拍
周期に同期して撮影することにより、血流による位相のずれを信号強度の変化として捉えるこ
とができ、そこから壁に及ぼす刷り応力(Shear stress)などを計算し、３次元画像として描出が
きる。 

AAA 壁における組織学的変化、血流力学的影響が相互に AAA 増大や破裂に関与している可
能性がある。さらに、これらを解明することが、将来の AAA 治療薬の開発などに貢献できると
考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
過去に採取し、凍結保存してあるヒトの大動脈瘤組織切除標本を用いて、壁の炎症に伴って起き
ている血管新生とリンパ管新生について組織学的に検討する。 
AAA 患者の術前に新しい画像診断 modality である MRI を用いた 4D-flow 解析法により瘤壁
に加わる刷り応力(shear stress)を分析する。人工血管置換術の術中に採取した大動脈瘤組織切
除標本を用いて、壁の炎症に伴って起きている血管新生とリンパ管新生について組織学的に評
価し、MRI 4D-flow の解析結果との関連を検討する。 
大動脈壁の脆弱性をもたらすと考えれれる慢性炎症のい伴う低酸素状態を改善すべく、抗炎症
作用と有する血流改善薬を破裂予防の有力候補として考え、その効果を検証する。 
 
 
３．研究の方法 
 
① 過去の AAA 術中切除標本を用いて、大動脈瘤壁における血管新生、リンパ管新生の有
無を組織学的に検討する。AAA 病変部 20例、剖検例正常大動脈 10 例。血管新生、リンパ管新生
ともに血管内皮細胞標識抗体(CD31)、リンパ管内皮標識抗体(podoplanin)を用いて、免疫組織学
的検討を行うとともに、更に新生因子である VEGFR-1、VEGFR-2、BEGFR3、VEGF-A、VEGF-C の染
色と RT-PCR を行い、新生が活発に起きている部位について検討する。 
② 動瘤壁におけるリンパ管循環を術中に ICG 蛍光リンパ管造影を行い、in vivo で観察
する。人工血管置換術を行う AAA 患 30 名が対象。手術開始と同時に両側鼠蹊部にインドシアニ
ングリーン(ICG)蛍光試薬を皮下注射し、術中に近赤外線カメラ PDE にて AAA 壁を観察する。同
時に、AAA 切除標本でリンパの停滞の有無と ICG 停滞部との関連を評価する。 
③ 手術前 AAA 患者に MRI 4D-flow にて瘤壁内の刷り応力（Wall shear stress: WSS）お
よび単位時間あたりの刷り応力の変動値（Oscillatory shear index: OSI）を測定する。人工血
管置換術を行う AAA 患 30 名が対象。術中に切除採取した動脈瘤壁標本における病理組織学的所
見と WSS や OSI の測定値との関連について検討を行う。 
④ ラット動脈瘤モデルに抗血小板作用を有する K-134 飼料とともに経口投与し、一般飼
料の対照群と比較して、瘤径の変化、破裂発生の頻度を記録し、瘤径増大や破裂の予防効果を検
討する。 
 
 
４．研究成果 
 
①  AAA 壁の血管新生について、EVG 染色で Podoplanin 陽性＋CD31 陽性微小脈管が中内膜

に高発現していた。VEGFR-1、 VEGFR-2、VEGFR-3、も有意に高値であり VEGF-A あるいは VEGF-
C 陽性細胞も 微小脈管の内外に多く見られた。Real-time PCR 解析で、AAA 壁組織に有意に
VEGF-A、VEGF-C、VEGFR-1、VEGFR-2、VEGFR-3 の mRNA 発現が高かった。一方、AAA 壁のリン
パ管新生に関しては、免疫染色で外膜の podoplanin の発現に差は認めなかった。内膜では
lymphatic microvessel area が 対象群では 1.6±0.5% であったのに対し AAA 群では 4.3



±0.6% と有意に高かった。以上の
結果から、AAA 瘤壁の内中膜では慢
性炎症に伴い、より血管新生・脈管
新生が起きていることが判明した。 
 

②  30 例中 21 例の瘤壁で PDE 観
察により ICG の停滞（蛍光発光）の
著しい部位を同定できた。発行部位
は個体差があったが、肉眼的に瘤の
最も突出した部位が集中的に目立
った。動脈瘤切除後、蛍光強発光部
を組織学的に評価した。切片標本を
近赤外光法による蛍光顕微鏡で観
察すると内中膜で強い発光が見られ
た。EVG 染色、Podoplanin 免疫染色標
本でも同様の所見が得られた。さらに
リンパ管周囲には炎症細胞・マクロフ
ァージが正常部に比して多く観察され
た。以上から、AAA 壁の最大拡張部の
内中膜を中心にリンパ管新生とリンパ
うっ滞が起きていること、慢性炎症を
随伴していることが確認された。 

 

③  ②の検討でリンパ管新生・リンパ
うっ滞が豊富に起きている AAA 壁、ほ
とんど見られなかった AAA 壁、正常大
動脈の3か所に分け、術前のWSSとOSI
の 1 心拍当たりの平均値、最大値、変
化率を比較したが、有意差は認めなかった。ICG 発光光度と WSS、OSI との相関関係も認めら
れなかった。以上から AAA 壁で起きているリンパ管新生やリンパうっ滞と瘤内腔にかかる血
流力学的影響との関連を示すことはできなかった。 
 

④ K134 を投与ありおよび投与なしのラット動脈瘤モデル（各々23個体）を比較したとこ
ろ、K134 投与群では動脈瘤径の拡大および動脈瘤破裂による死亡率を有意に抑制した。K134 が
瘤径壁の vasa vasorum の血流を改善したこと、抗炎症作用が慢性炎症を抑制したことが破裂予
防に奏功したと考えられた。 
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静脈学 413-417

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
斉藤 貴明, 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 露木 肇, 山中 裕太, 山本 尚
人, 海野 直樹, 竹内 裕也

29
 １．著者名

10.1177/1538574418775183

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Axillo-Axillary Artery Bypass With Coil Embolization of the Innominate Artery for a Traumatic
Innominate Artery Aneurysm: A Case Report

Vascular and Endovascular Surgery 573～578

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Sugisawa Ryota、Sano Masaki、Yamamoto Naoto、Inuzuka Kazunori、Tanaka Hiroki、Saito Takaaki、
Katahashi Kazuto、Yata Tatsuro、Kayama Takafumi、Yamanaka Yuta、Takeuchi Hiroya、Unno Naoki

52

10.5650/jos.ess18131

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Proprotein Convertase Subtilisin/Kexin Type 9 Is Associated with Degenerating Adipocytes in
Abdominal Aortic Aneurysm

Journal of Oleo Science 1355～1360

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tanaka Hiroki、Inuzuka Kazunori、Iida Yasunori、Shimizu Hideyuki、Unno Naoki、Urano Tetsumei 67

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
高拍出性心不全をともなう外傷性浅大腿動静脈瘻に対してステントグラフト内挿術を施行した1例

静脈学 15～18

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
露木 肇, 犬塚 和徳, 佐野 真規, 斉藤 貴明, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 山本 尚
人, 海野 直樹, 竹内 裕也

30
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

〔学会発表〕　計81件（うち招待講演　0件／うち国際学会　2件）

2020年

 ２．発表標題

29th World Congress of the International Union of Angiology（国際学会）
 ３．学会等名

Kazunori Inuzuka, Kazuto Katahashi, Naoki Unno, Masaki Sano, Tatsuro Yata, Takafumi Kayama, Yuto Yamanaka, Hajime Tsuyuki,
Yusuke Endo, Hiroya Takeuchi

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Hemodynamic analysis of superior mesenteric arteries to identify underlying causes of the spontaneous isolated dissections
using flow-sensitive four-dimensional magnetic resonance imaging

 １．発表者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
有症状肺動脈血栓塞栓症の傾向と特徴　その予防と対策のために

静脈学 33-40

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
山本 尚人, 海野 直樹, 犬塚 和徳, 佐野 真規, 斉藤 貴明, 杉澤 良太, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴
文, 山中 裕太

29
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
下肢神経障害をきたした巨大遺残坐骨動脈瘤の1例

日本血管外科学会雑誌 69-72

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
嘉山 貴文, 佐野 真規, 斉藤 貴明, 犬塚 和徳, 山本 尚人, 海野 直樹 27

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
線維筋性異形成が原因と考えられた両側腋窩動脈瘤の1例

日本血管外科学会雑誌 209-212

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
斉藤 貴明, 犬塚 和徳, 佐野 真規, 海野 直樹, 山本 尚人, 竹内 裕也 27

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第50回日本心臓血管外科学会学術総会

第120回日本外科学会定期学術集会

第56回日本腹部救急医学会総会

日本外科感染症学会雑

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

犬塚和徳, 佐野真規,片橋一人, 矢田達朗, 嘉山貴文,山中裕太, 遠藤佑介、露木肇、山本尚人,海野直樹 , 竹内裕也

犬塚和徳，佐野真規，片橋一人、矢田達朗、嘉山貴文、山中裕太、遠藤佑介、竹内裕也、海野直樹，山本尚人、露木肇

犬塚和徳，海野直樹，佐野真規，矢田達朗、嘉山貴文、山中裕太、露木肇、遠藤佑介、竹内裕也

片橋 一人(浜松医科大学 第二外科・血管外科), 犬塚 和徳, 海野 直樹, 山本 尚人, 佐野 真規, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 露
木 肇, 遠藤 佑介, 武田 真, 古橋 一樹, 前川 真人, 竹内 裕也

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

外傷性腸骨動静脈損傷のバイパス術後に生じた人工血管感染に対して大腿静脈を用いた血行再建を行った一例

重症虚血肢に対する血管内治療を併用したプロスタグランジンE1持続動注療法の経験

4D Flow MRIを用いた上腸間膜動脈の血流力学的解析と解離好発部位との関連の検討

当科における破裂性腹部大動脈瘤に対するステントグラフ内挿術の成績と位置づけ

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本心臓血管外科学会学術総会

日本臨床外科学会

日本脈管学会

 ２．発表標題

日本臨床外科学会

遠藤 佑介(浜松医科大学 第二外科・血管外科), 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 海野 直樹, 竹内 裕也

佐野 真規(浜松医科大学 第二外科血管外科), 犬塚 和徳, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 海野 直樹

平松 良浩(浜松医科大学 周術期等生活機能支援学), 森田 剛文, 片橋 一人, 羽田 綾馬, 曽根田 亘, 川田 三四郎, 廣津 周, 松本 知拓,
武田 真, 菊池 寛利, 犬塚 和徳, 神谷 欣志, 竹内 裕也

露木 肇(浜松医科大学 第二外科・血管外科), 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 遠藤 佑介, 矢田 達朗, 山本
尚人, 海野 直樹, 竹内 裕也

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

胸郭出口症候群による上肢動脈塞栓の1例

血行再建術を施行したPAD症例の生命予後予測

内臓動脈瘤の治療戦略:直達手術と血管内治療の適応と限界　膵十二指腸動脈瘤に対する治療戦略　動脈瘤の局所治療と原因治療

急性下肢動脈閉塞症の術式選択に指装着型オキシメーターが有用であった一例

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

日本静脈学会

日本脈管学会

日本脈管学会

日本静脈学会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

佐野 真規(浜松医科大学 第二外科血管外科), 露木 肇, 山中 裕太, 嘉山 貴文, 片橋 一人, 犬塚 和徳, 竹内 裕也, 海野 直樹

山中 裕太(浜松医科大学 第二外科), 佐野 真規, 遠藤 佑介, 露木 肇, 嘉山 貴文, 矢田 達朗, 片橋 一人, 犬塚 和徳, 山本 尚人, 海野
直樹, 竹内 裕也

露木 肇(浜松医療センター 血管外科), 山本 尚人, 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 遠藤 祐介,
海野 直樹

矢田 達朗(浜松医科大学 第2外科血管外科), 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 露木 肇, 遠藤 佑介, 山本 尚
人, 竹内 裕也, 海野 直樹

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ステントグラフトTypeIIエンドリークによる瘤径増大症例の検討　術前4D-flow MRI解析の有用性

妊娠中比較的安定した時期に発症した中枢型深部静脈血栓の2症例

当科における悪性腫瘍に伴う静脈切除の検討

二次性リンパ浮腫の皮膚リンパ管障害へのTGF-β/Smadシグナルの関与



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本外科学会定期学術集会

日本外科学会定期学術集会

日本外科学会定期学術集会

日本外科学会定期学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

遠藤 佑介(浜松医科大学 消化器・血管外科), 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 竹内 裕也, 海野
直樹, 山本 尚人, 露木 肇

片橋 一人(浜松医科大学 第二外科・血管外科), 佐野 真規, 犬塚 和徳, 海野 直樹, 山本 尚人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 露
木 肇, 遠藤 佑介, 竹内 裕也

嘉山 貴文(浜松医科大学 第二外科・血管外科), 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 矢田 達朗, 山中 裕太, 露木 肇, 遠藤 佑介, 山本
尚人, 竹内 裕也, 海野 直樹

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

下肢リンパ浮腫に対するインドシアニングリーン蛍光リンパ管造影時のマイクロ注射針「パスキン」の有用性

感染性腹部大動脈・腸骨動脈瘤に対する治療戦略

重症下肢虚血患者に対する血管内治療後、指装着型オキシメータによる組織酸素濃度測定値の潰瘍治癒予後予測の有用性についての検討

内科治療抵抗性Crohn病に対するKono-S式吻合の短期成績について

 １．発表者名

 １．発表者名
石川 慎太郎(浜松医科大学 消化器・血管外科), 倉地 清隆, 山本 真義, 阪田 麻裕, 上嶋 徳, 川村 崇文, 鈴木 雄飛, 鈴木 克徳, 杉山
洸裕, 森田 剛文, 菊池 寛利, 犬塚 和徳, 坂口 孝宣, 竹内 裕也

 ３．学会等名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

日本外科学会定期学術集会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本外科学会定期学術集会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山本 尚人(浜松医療センター 血管外科), 海野 直樹, 露木 肇, 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太,
遠藤 佑介

佐野 真規(浜松医科大学 第二外科), 犬塚 和徳, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 露木 肇, 遠藤 佑介, 海野 直樹, 竹内
裕也

矢田 達朗(浜松医科大学 第二外科), 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 露木 肇, 遠藤 佑介, 斉藤 貴明, 山本
尚人, 海野 直樹, 竹内 裕也

遠藤 佑介(浜松医科大学 第二外科血管外科), 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 竹内 裕也, 海野
直樹

 ３．学会等名

日本外科学会定期学術集会

日本腹部救急医学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

消化器悪性腫瘍と静脈血栓塞栓症　いつ、どこで、だれに起こっているのか

PAD症例の生命予後リスクスコアの開発

当科における産科危機的出血に対するIVR施行例の検討

感染性腹部大動脈瘤の切迫破裂に対してステントグラフト内挿術が奏功した1例

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

European Society for Vascular Surgery, 33rd Annual Meeting（国際学会）

日本外科感染症学会

日本臨床外科学会

日本脈管学会

片橋 一人, 犬塚 和徳, 海野 直樹, 山本 尚人, 佐野 真規, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 露木 肇, 遠藤 佑介, 武田 真, 古橋 一
樹, 前川 真人, 竹内 裕也

矢田 達朗, 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 露木 肇, 遠藤 佑介, 山本 尚人, 竹内 裕也, 海野 直樹

片橋 一人, 犬塚 和徳, 海野 直樹, 山本 尚人, 佐野 真規, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 露木 肇, 遠藤 佑介, 倉地 清隆, 竹内
裕也

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Takafumi Kayama, Kazunori Inuzuka, Masaki Sano, Takaaki Saito, Kazuto Katahashi, Tatsuro Yata, Hiroya Takeuchi, Naoki Unno

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

当科で経験した感染性腹部大動脈瘤の5例　術式を中心に治療戦略を考える

舌癌術後再発による頸動脈出血に対してステントグラフト内挿術を施行した1例

腸骨動脈分岐型デバイスで両側内腸骨動脈を温存する意義　直腸癌を合併した両側総腸骨動脈瘤の一例
 ２．発表標題

Utility of a finger wearable oximeter to evaluate tissue oxygenation of lower extremities in patients with peripheral
arterial disease

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本脈管学会

日本脈管学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 露木 肇, 遠藤 佑介, 山本 尚人, 海野 直樹, 竹内 裕也

斉藤 貴明, 犬塚 和徳, 佐野 真規, 片橋 一人, 矢田 達朗, 嘉山 貴文, 山中 裕太, 海野 直樹, 山本 尚人, 露木 肇
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